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I 序

人体各部位の水平切断面を採取し， その正中

矢状方向， およびほぼ重心線近くを通る前頭面

方向を揃えて重合すると， 水 平 体 型， す な わ

ち， 水平面に正投象した人体の形 態 が 得 ら れ

るO このような霊誼街角， あるいは垂産相]角と

いう視角から人体を観察すると， 平常，

の投象図として捉えている人体の形態では見落

されがちな種々の問題点を， より克明に観察・

計測することができる。

今回は前 2報1)2)にひきつづいて， 水平体型

から計測したウエストダーツ量について報告す

る。

また本研究は， fすJ 2報もそうで あ っ た よ う

に， ダ…ツ量算出の論拠から被線構成理論に到

るまでの過程， あるいはその研究方法そのもの

を， 研究対象としたものでもあるO

， 外包囲， 縞差， 上半身， -F 
および水平断面計測部位
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II 測 方 法

人体のウエスト部は， 上方に胸部， 下方に腰

部という周囲長の大きい部分の間にあって，

見町鼓" のような， いわゆる単双曲線回転面3)

の形状を呈しているO 単双曲線四転閣の平田展

開図を理論通りに求めることは不可 能 に 近い

が， 被服の場合には布地のもつ勇断変形の能力

や伸縮などの性質を利用して， 幾つかの切片で

双曲面や球面などの複曲面に近いものを構成す

ることは可能であると考えられる。 今もしウエ

スト部の形状が幾何学的な単双曲線田較面に近

似しているとすれば， その国学的な展開図の求

め方を利用して， 人体の体表に密着した被販の

平面展開図を求めることが可能になる。

図l-a， bのような立面図およ

もった立体の側面の展開図を求めるには， 切片

の接合線を水平にするか， 垂直にするか， 斜方

向にするかを決定した上で， 平面図または立面

図に補助線を記入し， それによって展開図を求

めることができるO 今， 垂直方向の接合線で，

被服パターンに近い形状の展開図を求めようと

すれば， 震直方向の定義をはっきりさせれば容

易にその補助線を入れることができるO この段
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階で， 接合線の方向決定には， 立体の構成要因

の分析と同時にデザイ ン的感覚が， ま

向， 斜方自の具体的な線を定義するには， 形態

る人間の心理の一般性といったものが関

係してくる。 垂直方向そのものの定義や感じ方

あったとしても， 立体の由に対する視

線の方向によって，

さまざまに異ってくる。我々

複雑な微少な

きるだけ大きなまとまりの中に入れこん

な曲面として把擢しようとする傾向や， ゆるや

かな曲面の部分を正面として見る傾向や， 部分

的には， その曲面のもつ曲率中心に向し、た視線

の方向をもったときを， その部分の正需祝形態

とみる傾向などをもっている。

図 1 の立体の側面を，

よし、とし、うことになる。

i司 • TÎI言をも

ようにおのおのの水平切断面

ってくる。(図2-c， 悶3 c) 

ちF
'-

のウエスト 三国2のように， J出おS， ij誌
と， そのi誌にあるウエスト部の中心は一致し

ていないのが殆んどであり， また区13のよう

つ

( 89 ) 

つ、3

腰部もほぼ楕円に近い (図6， 7)。 こうした

さまざまなひずみをもっている人体のウエスト

部にフィットした衣服をつくるには， 従来のよ

うに単に胸部， ウエスト部， 腰部などの周囲長

に配分しているの

いと考えられるc ま

ように均等にダーツ量として配分す

然のことながら不適当であり， ま

いのでその配分率の規則性も

求めにくし、。

以上のように人体の形態そのものの数値化が

その要因の複雑さから甚だ閤難な現状にあるの

いて具体的に述べたよう

した人体の水平切断間図およ

ら逆に人体の形態

値fじする 1

図4下半身ダーツj主計三時区分
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③前正中矢状方向 01aIJ方900

⑤前斜側方450 ④後斜側方1200

⑧前斜1ñIJ方的。 ⑤後方1500

国5 W・Lの0'点に向って体表に記した垂ï1i線
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示したものである。 区間NO.

線の方から 1，.._， 14区間とした。上半身について

も同じ O 点から 15 0間隔の補助線を記入し， 向

じ!玄関NO. とした(第 2報図 6 2))

また図 5 は人体体表(主と

の補助線のうちの数本を 記 入 し

線)

る。

ダーツ量算出の資料は， 2 0才---- 21才女子大学

生50名の水平体型図であるO 被計四l者の体位は

表 1 の通りである。

測定は， 上半身については垂直仰角の水平体

ら， 下半身については君臨僻角の水平体

ら， 各匿間ごとの外包囲とウエスト閤を

スチールメジャーにより測定し， そ

j玄関のダーツ量として算出した。

その

表1 被計測者の体位 (単位cm

111 ト1出

第2 報2)において， 水平断面計測の被服|韓成

への利用法という意味合いから， すでに50名中

の上半身外包囲形態についてとそのダーツ

しているので， 重複する部分

については省略する。

1 ) 下半身外包囲と外包囲形態の特徴
;ヱ，

としている!段四に上と

るとかなり大きし、。50名の腰間平均値90.5

cm， 

03cmとなっており， この下

14cmは， 腰聞と

をもたないということが腹囲との相関係数 0. 09

とし寸数値から判明する。ま

98cmで， ばらつきが大きいことがわか

る。

5 

下半身水平体型図1)から， 下半身外包囲形態

の前方を形づくっている腹部前突位の位置と形

状およびその大きさがこの階差の生ずる大部分

の原因であることは容易に推測できるが， その，

図6下半身外包囲形態

( 91 ) 
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国9 上半身外包囲と W.L中点のず、れ

図10下半身外包囲と W. L rl:l点のずれ

他にも殆んどの人(50名中48名)が H.L より

下方で大腿最大幅位が側方に張り出しており，

また大腿前突部も少量の影響を与えていると

される。 したがって下半身の外包囲形態は，

前方では腹部前突{立， 側方では大腿最大幅位，

後部ではH.L と， それぞれ高度の異なる部分

しながら措かれているわけで、ある。

全体の形態は， 上半身が後方の広がっ

をなしているのに対して， 下半身は楕円に近く

ると偏平な形態をもっている。

またW.L の形態とほぼ相似をなしている例

も数例ある。(図 61に図 71)) 上半身に比較す

ると側面の棋やその方向にばらつきがみられる

(図 71)， 図 8 1) ) 
とW.L

上半身と同じく全体的にW.L が前万に位置し

ているo vV.L 断面図の前後径中心から外包国

( 92 ) 

形態までの距離を正中矢状 線 で み る と，

(図10のめで平均10.72cm (標準偏差1.54cm) ， 

後方(図10のb')では平均13. 01(標準偏差1.64 

cm)で， 外包西形態の 前後径の 中心は， W.L 

のそれに対して， 1. 15cm後方に位置しているO

上半身外包囲形態前後径中点とW.L 前後径中

点のずれは2.23cmで， 下半身のずれの方がやや

少ない。

左右方向においては原則的に対称形とみなし

て， 測定は右半身のみについておこなっ

周閤長， 形態ともに上半身より

見受けられ， 上半身と同ーの正中線でみると，

右方に備在している例が多い。左 右 径 の

身， 左半身の差 0.5cmtÁ下の者は50名中21名，

それ以上右に偏在しているもの24名，

している者 5 名という状態であるO

2) ダーツ量
上・下半身各医分ごとのダーツ 量 測

と， 被服構成に利用しやすいように 2，..._，3

づつをまとめて， 前面， 前斜側面， 側面， 後斜

側面， および後回とそれぞれの面を仮定し， そ

の各国ごとにまとめたダーツ量との50名

位および標準偏差(S.D)は表2 の通りである。

下半身の面の促え方としては，

のみから考えれば， 前 田 を 広 く とっ

(2)の区分， すなわち前面として 1， 2， 3， のi玄

関をまとめる方が実情に合っていると考えられ

るが， 上半身とつづいた縫自線で構成す

もあるので 2 î重の面の区分ごとのダーツ

とめてみた。 下半身の側方のダーツ

均等な配分になっているので， デザイ

によってどちらの区分をとっても，

構成可能であろうと考えられるO

この結果からみると上・

半身の後肢点下のダーツ

1 0)。 このことは図 工， 2， 3 で示した

らすると， 上半身外包圏形態がその部位

点付近)で強く外方に突出していること

しており， ち­
」伺回

がごく大となり角ばった形態になっていること

が推測されるO
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表 2 上下半身�JIJ外包i要件Jよび17 ストダーツ lfií\'ì:cm 

議 I�ミ竺 I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

外昌国 平均 3.1712.5112.7012.7412.64 2. 68 1 2. 82 ! 3. 11 3.9414.1513.76 3.6113.4113.19! 44.39 
S.D 1. 011 0.451 0.531 0.471 0.43 0.41 1 0.38 I 0.40 0.4610.5510.42 0.4110.4211.031 3.23 
平均 -0.0310.30 10.6510.74 i 0.58 0.4910.5710.76 1. 62 1 1. 89 1 1. 47 1. 32 1 1. 17 1-0.02111. 51 夕、ーツ最 0.4110.3910.061 1.8 S.D 0.0210.3110.3910.3110.28 O. 28 1 O. 38 1 O. 30 O. 40 I O. 52 I O. 35 

半 各面 ご と に (後商) I (前面) I (前斜側面) (側面) (後斜側面)ま と め た ④0.27 ⑧1.97 ⑤1. 82 ⑨4.98 ⑤ 2.47 111.51 夕、 ー ツ量
身 総ダー ツ 量 2.4 17.2 15.8 43.2 21.4 100% に 対 す る %

外包囲 平均 3.19 2.76 2.79 3.10 3.43 3.56 3.60 3.71 3.65 3.61 3.62 3.58 3.49 3.17 47.22 

下
S.D 1. 02 0.42 0.45 0.41 0.37 0.37 0.36 0.44 0.42 0.43 0.43 0.44 0.42 1.01 3.10 

ダーツ量 平均 -0.01 0.55 0.73 1. 09 1. 36 1. 36 1. 32 1.35 1. 32 1.29 1. 29 1. 29 1. 21 -0.02 14.13 
S.D 0.03 0.28 0.33 0.29 0.27 0.25 0.26 0.33 0.34 0.39 0.32 ，0.37 0.36 0.07 1. 94 

各面 ご と に
ま と め た ③0.54 ⑧3.18 @ 4.03 ⑨3.90 ③2.48 14.13 
ダー ツ量(1)司土 総ダーツ(量1) 3.8 22.5 28.5 27.6 17.6 100% に対する%
各面ごとに (前面) (前斜側面) ( i剖面) (後斜1R1J商) (後面)
夕ま、一と

ツ
め
量(た2) 1.27 3.81 3.99 3.87 1.19 14.13 

身 総ダーツ(量2) 100% に対する% 8.9 2.70 28.2 27.4 8.4 

下半身のダーツ量は， 側方においてはほぼ均

等な配分になっているO このことは， 前述の図

学的な考察からすれば，W.L 形態と， 下半身形

態とがほぼ同心円的な相似に近い関係にあるこ

とを示しており， 形態の観察の項と一致するO

しかしもう少し仔細にみると， 前斜側面と側

面との境界の位置あたりで (区間5 ， 6 )比較

的安定してダーツ最の多い部位があること， 曲

率の大きい側方でのダーツ量が全般的に多いこ

と， 900側方で前後を分けると， 前方より後方

にダーツ量が多いことなど， 幾何学的な相似，

同心円に比較すると， あるひずみをもっている

ことが判明するO

下半身ダーツ量を被服パターンに近い状態で

したものが図11である。

図12には上・下半身をつづけて展開図とした

ものであるo (二図とも 模式国として作成した

のでダーツはそれぞれの面の中央にまとめてと

(外方J長突/:Bf111により下方はi疑似円筒形とみなす〉

⑧ ③ 

外包囲|外包 囲 | 外包間l外包閤|外包囲
13十141 10+11+12 1 7+ 8十9 I 4 + 5十6 11 + 2十3

後
中
心

前
中
心

下半身外包囲
図11下半身展開図

( 93 ) 



8 

C叶
B.L 

U.B.L 

W.L 

腹部
前突位

(下半身外方最突出部より下方は
.......1'--， r-色 ;疑似目詩形とみなすにペ

司、\ 
、f y 

〆'
卜L

「
、\

/ \ 
，，

d， 
\ 
\ 
\ 

ìì 
αi 

γ 、、、 」β

D 0.54 
C B' 

A' 

日.L
大腿最
大幅註
大!i\\lÌÍí
突{立 ドー�ト一一

下半身外包間 上半身外包図 下半身外包閤 下 半 身 下半身
12+ 13+ 14 9+10+11 6+7+8 外 包 間 外垣間

3十4十5 1+2 
ò 

α=A'-A 
β=B'-B 
y=c'-c 
ò=D-D' 

下半身外包囲十S 一一一一"一一ー一ー一歩

函12体幹部展開図

っているが， 実際の被服パターンでは， ダーツ

く出る部{立を重視しなければならない。

実際にはこれに幅のゆとりを加

出し， 更にデザイン的要素が組み入れられて被

服パターンとなるわけであるO

図13a， bは図12をそのまま縫合して， 2 

の人台に着装させた状態、であるO 人台の形態と

人体のそれとの差異が判然とあらわれ， a人台

の方では， 前面から側面にかけての適合はよい

が， 後肩先部の厚みが大きすぎ， 肩甲骨Pの張り

出しが弱し、ことが認められるO またb人台では

a人台と 各周国長は 殆んど i司寸法で ありなが

ら， 胸部とウエスト部の位軍関係が人体の実情

っていないことが認められる。

b人台に， 水平体型からダーツ量を算出した

と同ーの基準で立体裁新5)を試み (図14)， 

その

り， ダーツ

図13a 計測結果と人合 図

図13b 

i盟15の 状態で あ

ることが明ら

かに認められる。

人台は人体そのものである必要はないが，

ましい衣服の形態と， 現実の人体の形態の条件

との交わりの条件を持たなければならないと

れば a， bいずれにも問題点のあること

94 -
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立体裁断展開関

ー-，-自
由4一

、..寸ー

__ .1.町 一

-4-m 
_.L.._ 
mマーー・

じる0

3) ダーツ量と体型
の特徴との関係

ようにダーツ

る上半身・下

の外包囲形態を推測す

ることヵ:で、きる。 これ〆

を逆に応用して，

の特識からウエストダ

ーツ

囲内

立体裁断図14

よらなけれ ば な ら な い

とウエスト問， 下半身

とウエスト間のそれぞれの差と， 各ダー

とのネI:J関をみた。 形を示す{自ではないが，

として一寸交的に用いられる

と各ダーツ最の関係も含めて相関係

3 ・ 4の通りであるc

らげくのことが明らかになる。 まず

るウエストダーツ量について

①乳房下のダーツ埠:に影響を与える

B.L {，師三jZ率. U.B.L 偏平寧‘ \V.L

持
、4

2
カ

カミら

lつといえる。

/.;) 

図 91)に示す a '/a， b '/b 

し， それと各ダーツ最との関係を求め

た。 下半身についても同様に国101)に示すc'/ c， 

cl' / dの値と， 下半身各ダーツ 最との相関をみ

た。 俗にS字型とか後傾体とかいわれている体

として検討してみたものであ

ることも可能である。

実際の被服パターンの

製作では?

を踏むの が普通で あ

る。 しかし サ投には殆んど勘で処理 さ れ てお

り， 人体の形態的因子を数量化して把握したも

のをもって， ダーツ量を推し測ってはいない。

被服パターンに利用しやすい状態で， 形態的因

子を抽出し， 数 化L〆た研究事例は甚だ少 な

し、。

ここでは形態の 1 つの悶子として，

とりあげ， ダーツ量の配分と関係があるかどう

かを検討しナー。 側面からみて厚み の あ るタ イ

プ， 話t'v、タイ プの感じのちがし、が， 被服ノミタ

ンの誌になってあらわれることは日

ると忠ったからである。

どと同じく

とした。 したがってマルチン

られる

( 95 ) 

とダーツ量との関係は， 周

1 つの数値では形態を示すことは不1可能なので

。

宇品

る
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表 3 上半身ダーツ量とその地の項目との相関関係
区 間

項 自

C.L嬬平率

H 

U. B. L " 

W.L H 

上半身外包囲H

a' /a 

ドイS.D 2 3 

1.52 

1. 33 

1.38 

1.37 

1.35 

1.07 

0.12 一0.27

正誕0.091 0.18\ 0.161-0.30 

0.10 -0.361 0.021-0.15 

0.091 1-0.01
i
!-0.17

1 
1-0.22 

11 渓l υ! 東 灘0.11 1-0.2810.8910.83 

4 5 6 

-0.03 0.02 0.18 
3低 減 当医 潔

-0.42 -0.41 0.14 

-0.29 0.26 -0.09 
業 ヲK :禄 》長

-0.34 -0.43 -0.33 

-0.17 -0.14 0.06 
* * 進 減
0.54 0.36 0.25 

7 8 11 12 13 

》従 業
0.36 0.22 0.11 0.10 0.10 0.15 0.06 0.22 

裟
0.31 0.20 0.13 0.03 0.17 0.25 0.17 0.16 

業 ヲt ヨ民

0.29 0.18 0.17 0.09 0.32 0.35 0.28 0.22 
業 業 ヲ色 濃 * ヲ底

-0.14 -0.13 0.01 0.25 0.42 0.52 0.47 0.04 
業 》民 ヲt
0.47 0.28 0.31 -0.09 -0.02 0.04 -0.10 0.22 

ヲ長 業 家 議 事氏 ヲ民 * 
0.04 0.08 -0.16 一0.35-0.40 -0.48 -0.41 0.01 

b' /b 11. 50 
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表 4 下半身ダーツ量とその他の項冒との相関関係
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③W.L側面中央部， いわゆる協の位置では，

C.L偏平率， 上半身外包間偏平率の影響が多少

見受けられるO 上半身外包囲形態は， B.L と
C.L とその位置関係によって決定され

ることわから， いわゆる胸部の偏平なタイプは

脇でのダーツ量が多少多くなるということにな

ろう。

④後肢点を含む後斜側面のダーツ

とごくわずかの関係をもつほか

と関係がなく， 後間に近い区

間ではb'/b の影響が出てくるのが見受けられ

るO ダーツ量としては最も大きいこの区間が体

型の因子と殆んど関係がないことは， 前斜側面

ダーツ量ながら影響をうけやすいとい

うことと共む被服構成には重要な問題点の 1っ

と考えられるO

⑤後面のダーツ W.Lの備平率と， その

前方への片寄りの度合いが大きく影響を与える

と考えられるO

⑥総ダーツ量， すなわち上半身外包囲と， ウ

ュスト周囲長の差は， 前田， 後面以外の殆んど

のi玄間に影響を与え， 特に他の項目の影響をう

けなかった区間8 ， 9 に比較的影響が大きい。

図16 胸囲84cmB式原型ダ{ツの分割

( 97 ) 
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⑦胸囲は， 乳房部と， 後間肩申骨部のドのダ

ーツ量に多少影響を与えるようであるが判然と

はしなし、。

次に下半身に対するウエストダーツ量につい

てみると

①各部位の偏平率はダーツ

与えない。

②前田から前斜側面にかけての部位のダーツ

量:は， 下半身外包囲に対するW.L

を含めたc'/ cおよび正/ dの影響を多少受け，

後斜側面から後面にかけての面では同じくcl/ C 

および d'/ dの影響が比較的大きい。

③総ダーツ量の多少は， 前面のダーツ量には

関係がなく， 前斜側面の船方よりの部位から後

聞にかけてのダーツ える。 特に後

斜側面では影響が大きし、。

④腰闘は， それのみでは殆んどダーツ

少に関係をもたないことがわかる。

4) 従来のダーツ量配分方法との比較
被計測者の平均値に近い胸囲 84 cm の B式原

型6)を例に， そのダーツ;量配分方法による数値

と前項の計測結果を比較してみると部分的には

大きい差異のあることがわかるO

J ;斗!与U守村仏+�九+ぬ:tム24ιI 七!← Y 巴@+O仏ω.ふ5也ψ11川"(9+0札.5'iVT可j@
上半身外包囲十3=47.5

図17 B式原型ウエスト夕、、{ツ量
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5F 24.5 

E十川日7.i
図18 水平体型から計測したダ{ヅ量

図16はB式原型の mダーツの分割" そのまま

の方法で算出される数値を示したもの， 国17は

それをW.L 水平に直したものであるOこの図

から図16では乳房下に 7.5cmあったダーツ量の

うちウエストダーツ量は約4.5 cmで、あることが

わかる。

図18は水平体型から得たダーツ量の配分にし

たがったものである。 全体の幅は外包囲に約3

cmのゆとりを入れてB式原型と向一寸法とし，

ウエスト出来上り寸法も全く同一にしたもので

あるOダーツ位置は模式図として各面の中央部

にとったが， 脇縫目線があるので， 縫目

はさんだ前後の 8 と 9)に生じる夕、、

ーツ量は脇給自線でのダーツ量とした。

図17と図18を比較すると， 脇縫目 位置と後肢

点下のダーツ量の差異が大きいことに気付く。

、ので多少どちらに寄ってもと考え

勝ちであるが， 上肢という別の形態との接合部

の形にも影響を与える上に運動による皮膚の偏

移の大きい部位でもあり， 重要な問題を含んで

いると思われるo B式原型のまま縫合すると，

前後の日夜点での外方への張り出しが消えて， 披

露の部分のみが張り出した。 厚みのない(側面

のない)平面的な形態になるO実際には腕つけ

キ艮のはっきりした側面のある部{立なのである。

そこでB式原型の脇 線がW.L で2 cm後方に

ふれている意味合いを， 脇 線で2 cmのダーツ量

がとられているのではなく後日夜点下で2 cmのダ

ーツ量がとられ， すで、にそれをたたみ込んで、し

まった形だと解釈するとどうであろうか。

具体的には， 図19のようになり， 袖くやり底が

約O.5cm斜下方に移動し， \iV.Lが協で約O.4cm下

がるO胸囲線は袖ぐり底を通るものとすれば，

現原型より約O.4cm 下がるOいいかえればト
7 の定数項が大きくなるO結果として， 現在の

原型がこの状態 (図19太線)になっていれば，

後日夜点下に2 cmのダーツ量を配分したことにな

り， 人体の実情に

近づくことになろ

う。

前身項について

も向様の考え方が

できる。 図17の@

印 線を脇縫自の基

礎の 線 と 考 え れ

ば， 胸ぐぜをウエ

ストダーツ量の中

に移動して， 図16

の状態にもどした

時には， この脇 線

はW.Lでは約3.5

cmも 後 方 にふ れ

る。 (図2 0)B

では こ の う ち 約

1. 5cm はすでに 脇

縫目でのダーツ量

としてカットされ

た状態であるO

後身項と同様に

この1. 5 cmを前阪

点下のダーツ量と B 
して配分し， それ

をすでにたたみ込

んでしまったもの

( 98 ) 

A 

B' 

図19

菌20



と考えてみると， 図2 0のように， 袖ぐり底が下

がり， W.Lが脇で約 0.4cm下がってくることに

なり， この状態 (図20太線)になっていること

は， 上半身の形態的特徴に適合するということ

になろう。

B式原型と人体計測結果との差異を少なくす

13 

る具体的な方法として， 前後の脇線付近の考え

方についての提案をしたわけで、あるが， このこ

とは， 現在のB式原型の改訂前のW.L の作間

方法に近づくことになり， ウエストダーツ量の

配分に関しては， すでにそこに深い思慮のあっ

たことがうかがわれる。

表5 前後差の比較
単位cm

B 式 原 型 0 式 原 型 水平体型計測(平均) 石膏展開(偶人例)|私前身頃幅後身頃輔自IJ後差前身頃i揺後身頃l福前後差前外包間後外包囲別後差前身i幅緩身幅前後差

5・L 24.5 23 0.75 24.5 24.5 。 22.37 22.06 0.16 22.4 22.4 。

W.L 17.5 15.5 l 19.4 16.8 1.3 
18.3 14.61 1. 85 19.0 15.2 1.9 

17.5 16.0 0.75 

H.L 24.6 22.6 1 24.13 24.13 。 26.14 21.12 2.6 
I 

B式およびO式涼型 胸間84 腰間90.5とし、 W.L間は各方式のま、とする

O式 W.L上段は腕部原型、 下段はスカート原型による

前後差-前後中心開幅の中点からの移動量

5) 前後差について
ダーツ量に関連して， 前後の11屈の差， いわゆ

る m前後差" について考察を加えておく。

図工7， 図18で比較すると， 腕関線では閉じ前

後差になっているにもかかわらず， W.Lでの出

来上り寸法には差のあることがわかるO

図21

図21は図 5

どりし， それを水平体型からダーツ

とi可じ論拠で平面展開したものであるO 水平方

向のNO は図 5 とi司じものである。 ダーツは図

( 99 ) 

5 で記入した垂直方向の線をそのままにダーツ

線として切開いてそ

然のことながらこのダーツ

5 ) 

後日夜点下のダーツ

も B.LよりW.L を大きく

している点では今回の計測結果に近いが， 下半

身でのW.LとH.Lの前後差の関係には計測結

との差異がみられる。

表2 から区間8 と9で 前後を 分割した

と， B式涼型， 0式原型および石膏展開とを比

較すると表5 の通りで? ダーツ量の配分はある

し、 として検討しでもよいのではないか

と

lV 

人体のウエスト 被服デザイ ン

ポイ ントの lつである。 ウエスト部の細まりを

殆んど無視したミニドレスから， スリムな長さ

を感じさせるものへと昨今のファ ッションは移

して来ているが， 人体のウエスト部の形状の

自然な姿を数量的に， ある一貫したシステムに

従って把握しておけ1乙 さまざまなシルエット
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の変化や， デザイン線の変化に， 容易にかつ適

確に対応した被服ノミターンの製作が可能であろ

う。 また， より美しいデザインの発想に示唆を

与えることになろうと思われるO

計測結果およびその考察によって得られた主

な点を， 被服パターンとの関係を中心にまとめ

ると次の通りである。

① 上半身に対するウエストダーツ量は， 後

肢点付近(区間 9 ， 1 0) が最も多く， この量は

体型の形態的因子の 1 つである偏平率とは殆ん

ど関係がなく常に多し、。 上・下半身を通じて最

も多い量でもあるO

また全般に前面， 前斜側面のダーツ量より，

後面， 後斜側面のダーツ量の方が多い。

② ①の結果から， ウエスト部を基準にする

と， 上半身は後方， および後斜側方で強い傾斜

をもって張り出しており， 特に後肢点付近に向

つての傾斜は他のどの部位よりも強く， 胸部の

外包囲形態が方形に近いとし、う特徴が判然とす

るO

また前面と後面のダーツ量の関係から胸部に

対してウエスト部が前方に位置していることが

判明し， s字型とか後傾体とか云われている体

型の特徴をダーツ量としてみることができるO

③ 下半身に対するダーツ量は， 上半身のよ

うな局所的な変化が少なく， 全体を通じて前・

後面が少なく， 徐々に側方で多くなっているO

その配分状態は， 前斜側面， 側面， 後斜側面で

は比較的均等であるO

前面と後面で、は全般に後菌のダ ー ツ 量 が 多

く， 前斜側面， 後楽i側面の一部にまでもその傾

向があるO

④ ③の結果からW.L と下半身外包囲形態

は， 概括的には相似に近く， 側方では関心円的

っていること， 前後方向では， W.L 

が前方に偏していることなどが判明する。

⑤ 被服パターンの前身頃， 後身頃の幅の差

は， B.L よりW.L， 日.L の方が大で、なければ

脇線が垂直に通らないことになるO

⑥ 披露を通る脇縫目線は， 上半身ではダー

ツ量をとる必要が殆んどなく (垂直線に近い状

(100 ) 

態でよく) ， 下半身では この経目線の負担しな

ければならないダーツ量は他のどの部位よりも

大きし、。

⑦ 区間4， 5， 6 のダーツ量は， 上・

ともに微量ながら偏平率の影響を全面的に受け

やすい位置であり， また区間 9 ， 1 0は①に述べ

たように体型にかかわらずダーツ量の多し

であることから， 俗にパネノレラインと称してい

る縫合線の有用性を見出すことができるO すな

わちパネルラインの位置は， 前面上 半 身 で は

4， 5， 前面下半身では⑥ の位置およ び 後 面 の

9 ，  1 0の区間に近い方が有利であり， かつダー

ツ量のとり方如伺が体型への適合度を高め得る

縫自位置であるというわけであるO

⑧ 現在普及率の高いB式原型のウエストダ

ーツの配分方法による数値と， 今回の計測結果

を比較してみると， B式原型では脇ダーツ

多く， 後肢点下のダーツ量が無い。

⑨ ③での8式原型の問題点を， 現原型をあ

まり 変更しないで改良すると すれば， 脇線の

2 cmの傾斜のもつ意、味合いを， 後日夜点下および

前肢点ですでにダーツ量をたたみ込んだ結果だ

と考えることはできないであろうか。 ただし，

そのためには図16， 17， に示したような多少の

関形的変化を伴う。 この変化量はごく少量では

あるが， 立体としての形態の差は大きいと思わ

れる。

@ 上半身 原型の使用頻度から 考えれば，

W.L水平にして扱うことの方が多いこと， また

図学的な考察を推しすすめて被販パターンの基

礎理論とし， そこから種々のデザインのパター

ンに対応していこうとするためには， W.L水平

のままの原型の方が立体との関係を把握しやす

いのではなかろうか， という教育的な配慮等か

ら原型の形式については今後も検討していく

必要があると思われる。

⑪ 今回の図学的な計測方法は， 同じ理論を

立体裁断技法の基礎理論とすること，

どりした立体の展開方法の基礎理論とすること

が可能であり， 同じ理論の上に立った方法は，

互いにその結果を比較することができるO



以上， 人体計測からその計測値 の 図学 的 処

理， それによる立体モ デル

イヒ) ， 立体モ デノレの図学的展開を経て， その中

から被服構成理論を抽出し， 被服パターンに適

用していくという過程を， 水平断面計測という

具体的な材料をつかって実践してみたわけであ

るO

基礎学が非常に多岐にわたる被 服 構 成学 で

は， その複雑さの故に経験という土甘塙の 中 で

m勘" で処理してしまうということ

り返されて来たのであるが， 同jそのもの

である場合が多い。

はそのJ劫で、とっていたダーツ

し， しかもごくその一部分についてのみではあ

るが一貫したシステム

ケースとしてその過程と結果を報告した』わけで、

ある。 本研究では被験者の年令も人数もごくi浪

られた数のものであったので， と

(101 ) 
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の関係， および類型化については検討不足であ

り， 今後の課題としたい考えであるO

方法論についても， この他に取り得るいくつ

かのシステムがあろうかと

られること

資料の整理にあたって

力を得たことを深く感謝するO

引 用 文 献
1) 三吉満智子 女子身体水平断面と水平体型の計

iJ!IJ第1報 文化女子大学研究紀要 第2集
(1970) 

2) 三吉満智子 向上 第2報 文化女子大学研究
紀要 第3集(1971)

3) 沢田詮売 第3角法の国学 三共出版社
4) 三吉・土井 体型の分類について〈第2報〉第

23回日本家政学会発表口演
5)三吉満智子 体裂の分類についてく第l報) 第

20四日本家政学会発表副長

6) 文化服装学院嬬 新抜服装講座l 文化出版局
7) IFn沢澄子綿著 被服!?初見学 光生館


	img-507141849-ApeosPort-IV C4470(479464)-2640-150507141854
	img-507141935-ApeosPort-IV C4470(479464)-2641-150507141940
	img-507141953-ApeosPort-IV C4470(479464)-2642-150507141957
	img-507142010-ApeosPort-IV C4470(479464)-2643-150507142015
	img-507142033-ApeosPort-IV C4470(479464)-2644-150507142037
	img-507142048-ApeosPort-IV C4470(479464)-2645-150507142053
	img-507142104-ApeosPort-IV C4470(479464)-2646-150507142108
	img-507142130-ApeosPort-IV C4470(479464)-2647-150507142135
	img-507142151-ApeosPort-IV C4470(479464)-2648-150507142155
	img-507142211-ApeosPort-IV C4470(479464)-2649-150507142215
	img-507142232-ApeosPort-IV C4470(479464)-2650-150507142237
	img-507142254-ApeosPort-IV C4470(479464)-2651-150507142259
	img-507142311-ApeosPort-IV C4470(479464)-2652-150507142315
	img-507142326-ApeosPort-IV C4470(479464)-2653-150507142330
	img-507142342-ApeosPort-IV C4470(479464)-2654-150507142346

